
今年もプールの季節がやってきました。

６月１６日（火）、井手小学校と多賀小学

校でプール開きが行われ、待ちかねた児

童たちがさっそく今シーズンの初泳ぎを

楽しみました。（写真は井手小学校）
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いい で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオ
ッ チン

グ

オ
ー
ボ
エ
と
ピ
ア
ノ
の
美
し
い
共
演

山
吹
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

突
然
の
災
害
に
そ
な
え
て

井
手
町
水
防
訓
練

井
手
町
消
防
団
（
綱
田
貞
二
団

長
＝
団
員
２
４
２
名
）
に
よ
る
水

防
訓
練
が
、
５
月

日
（
日
）、

３１

玉
水
橋
北
側
の
木
津
川
右
岸
河
川

敷
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
「
梅
雨
の
出
水
期
」
や

「
台
風
シ
ー
ズ
ン
の
豪
雨
」を
想
定

し
、
消
防
団
員
が
実
践
的
訓
練
を

通
じ
て
基
礎
的
な
水
防
工
法
を
習

得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
害
等
に

対
処
で
き
る
水
防
技
能
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
２
年
に
１
度

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
参
加
し

た
団
員
ら
は
水
防
工
法
の
基
本
と

さ
れ
る「
杭
打
ち
積
土
の
う
工
法
」

「
月
の
輪
工
法
」「
積
み
土
の
う
工

法
」
な
ど
の
訓
練
を
実
施
し
た
ほ

か
、
浸
水
し
た
家
屋
か
ら
の
救
助

を
想
定
し
た
「
救
命
ボ
ー
ト
」
を

使
用
し
た
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
汐
見
町
長
を
は
じ

め
、
府
山
城
北
土
木
事
務
所
・
府

山
城
広
域
振
興
局
・
田
辺
地
域
総

務
室
・
国
土
交
通
省
淀
川
河
川
事

務
所
木
津
川
出
張
所
・
府
田
辺
警

察
署
・
地
域
防
災
の
連
携
に
関
す

る
検
討
委
員
会
・
自
主
防
災
組
織

か
ら
関
係
者
が
出
席
し
、
約
３
時

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
水
防
訓

練
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
の
最
後
に
、
汐
見
町
長
か

ら
「
き
び
き
び
と
連
携
よ
く
、
正

確
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
大
変
心

強
い
。
こ
れ
か
ら
、
梅
雨
や
台
風

の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
は
本
日
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。」と
講
評
が
あ

り
ま
し
た
。

６
月

日
（
土
）、
自
然
休
養
村

１３

管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
山
吹
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
約

２
５
０
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し

た
。コ

ン
サ
ー
ト
は
町
の
文
化
振
興

を
図
る
た
め
、
町
内
外
か
ら
迎
え

た
音
楽
家
や
町
内
で
活
動
す
る
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
出
演
す

る
も
の
で
、
今
年
で
４
年
目
を
迎

え
ま
す
。

今
回
は
、
井
手
町
出
身
の
オ
ー

ボ
エ
奏
者
・
白
井
亜
紀
さ
ん
、
井

手
町
在
住
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
丸
山

敦
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
内
で
活

動
す
る
コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
「
テ

イ
ネ
や
ま
ぶ
き
」「
エ
コ
ー
た
ち
ば

な
」、
ま
た
、
多
賀
小
学
校
に
児
童

に
よ
る
「
き
ら
き
ら
ラ
ン
ド
少
年

少
女
合
唱
団
」
が
出
演
し
、
美
し

い
演
奏
や
歌
声
を
披
露
し
て
い
ま

し
た
。

優
勝
め
ざ
し
て
猛
練
習
中

井
手
町
消
防
団
（
綱
田
貞
二
団

長
）
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
訓
練
が
、
新
四

郎
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
泉
ヶ
丘
中
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
７
月

日
（
日
）

２６

に
宇
治
田
原
町
の
住
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
る
第

回
京
都
府

２１

消
防
協
会
綴
喜
支
部
消
防
操
法
大

会
に
向
け
て
、
６
月
１
日
か
ら
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
の
夜
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
訓
練
で
は
、
出
場

選
手
が
消
防
指
導
員
か
ら
操
法
の

手
順
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
優
勝
を
目
指
し
て
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
訓
練
期
間
中
は
、
消
防

団
幹
部
に
よ
る
町
内
防
火
啓
発
パ

オーボエとピアノの美しい音色に聞き入る会場 きらきらランド少年少女合唱団

小型ポンプ操法の訓練を行う選手

視察を行う汐見町長 杭打ち積み土のう訓練の様子

講評を述べる汐見町長 訓示を述べる綱田団長
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の
災
害
危
険
箇
所
７
ヵ
所
を
調
査

す
る
井
手
町
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
万
が
一

の
災
害
発
生
に
備
え
て
、
あ
ら
か

じ
め
危
険
箇
所
の
現
状
を
調
査

し
、
そ
の
予
防
策
や
発
生
時
の
復

旧
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
に

毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。当

日
は
、
汐
見
町
長
を
は
じ

め
、
府
山
城
広
域
振
興
局
、
府
山

城
北
土
木
事
務
所
、
府
田
辺
警
察

署
、
町
消
防
団
、
京
田
辺
市
消
防

署
井
手
分
署
な
ど
関
係
機
関
か
ら

名
が
参
加
し
、
渋
川
水
路
橋
や

２４採
石
場
跡
地
な
ど
を
調
査
し
ま
し

た
。調

査
の
最
後
に
汐
見
町
長
か
ら

「
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
集
中

豪
雨
の
被
害
が
各
地
で
起
き
て
い

ま
す
。
幸
い
本
町
で
は
そ
う
い
う

大
き
な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

急
し
ゅ
ん
な
山
と
天
井
川
に
囲
ま

れ
、
災
害
の
起
き
や
す
い
地
形
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
対

策
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。」
と
、
参
加
者
へ
の

お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
８
日
（
月
）、
集
中
豪
雨
や

台
風
に
よ
る
出
水
に
備
え
、
町
内

災
害
を
起
こ
さ
な
い
ま
ち
へ

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

６
月
２
日
（
火
）、
カ
ジ
カ
ガ
エ

ル
保
護
友
の
会（
小
川
俊
雄
会
長
）

が
南
丹
市
美
山
町
か
ら
借
り
受
け

て
き
た
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
親
と
お

た
ま
じ
ゃ
く
し
を
大
正
池
近
く
の

有
王
地
区
の
玉
川
上
流
域
に
放
流

し
ま
し
た
。

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
放
流
は
平
成

年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

１０友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
「
カ
ジ
カ

ガ
エ
ル
の
美
し
い
鳴
き
声
が
聞
け

る
よ
う
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

挨拶を述べる汐見町長

玉
川
に
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
を
放
流

町
長
杯
争
奪
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
場
部
・
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
１
分
団
第
７
部
（
玉
水
区
＝

中
坊
隆
一
部
長
）

指
揮
者

林
幸
男

１
番
員

森
川
健
太

２
番
員

坂
井
幸
一
郎

３
番
員

辻
本
善
紀

▽
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

第
１
分
団
第
２
部
（
北
区
＝
古

川
貴
也
部
長
）

指
揮
者

藤
本
泰
治

１
番
員

島
本
康
仁

２
番
員

西
直
樹

３
番
員

上
島
大
輔

４
番
員

泰
井
英
隆

ロングホールで狙いを定める参加者

５
月

日
（
水
）、
町
老
人
ク
ラ

２７

ブ
連
絡
協
議
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

６
月
１
日（
月
）～
５
日（
金
）、

泉
ヶ
丘
中
学
校
・
井
手
小
学
校
・

多
賀
小
学
校
で
、「
さ
わ
や
か
あ
い

さ
つ
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・

ア
ッ
プ
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
あ
い
さ
つ
を
通
じ
て
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
学
校
だ

け
で
は
な
く
地
域
の
人
と
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の

で
す
。

昨
年
度
ま
で
、
別
々
の
日
程
で

行
っ
て
い
た
運
動
を
今
年
度
は
３

校
の
児
童
会
・
生
徒
会
の
合
同
会

議
で
確
認
し
、
同
時
期
に
開
催
し

ま
し
た
。

フ
同
好
会
（
小
川
俊
雄
会
長
）
主

催
の
第

回
町
長
杯
争
奪
グ
ラ
ウ

１４

ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
大
会
が

名
の

７３

参
加
の
も
と
、
新
四
郎
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
全
８

ホ
ー
ル
を
２
ラ
ウ
ン
ド
ま
わ
り
順

位
を
競
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
小
川
会
長
は
、「
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
和

気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
し
て
下
さ

い
。」
と
挨
拶
さ
れ
て
い
ま
し
た

協
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

優

勝

宮
川

裕
子

準
優
勝

阪
田

絹
子

第
３
位

杉
原

亮

第
４
位

南

秀
雄

第
５
位

大
西

健
次

第
６
位

光
本

清

第
７
位

奥
西

康
人

第
８
位

児
玉

拡

第
９
位

守
本

敏
夫

第

位

平
間

慶
造

１０

採石場跡地を調査する参加者

放流場所を探す友の会メンバー

元気にあいさつする児童たち（井手小学校）

３
校
で
手
を
つ
な
ご
う

さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動
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▼

５月２９日（金）、井手町美しいまちづくり推進協議会（大
西勝治会長）が、町内の保育園や小中学校、社会福祉施設
など１２ヵ所にマリーゴールド・サルビア・ぺチューニアの
苗、約５００株をプレゼントしました。

これらの苗は同協議会副会長の古川好男さんが育てられ
たもので、「花いっぱい運動」の一環として、花を育てる気
持ちを大切にしてほしいとの思いで、毎年行われており、
今年で２２回目を迎えます。

▼

５月２９日（金）、多賀保育園の園児ら４４名が、同園に隣接
する木田昭徳さんの畑でたまねぎの収穫体験を行いまし
た。

園児らは、畑から少しだけ顔をだしているタマネギを見
つけると力いっぱい引き抜き、約１００個を収穫しました。
収穫したタマネギを「カレーやみそ汁やシチュー」にして
食べたいと語っていました。

▼

５月３１日（日）、井手町体育協会（山本一男会長）主催の
町民バスケットボール大会が開催されました。

大会には、男子９チーム、女子８チームが参加し、熱戦
が繰り広げられました。また、井手ミニバスケットボール
クラブや、泉ヶ丘中学校のバスケットボールクラブの生徒
らも参加し、社会人チームを相手に一歩も引かない試合を
行いました。
大会結果

【男子の部】優勝 鬼軍曹 準優勝 ＳＣＡＮＤＡＬ
【女子の部】優勝 フリーダム 準優勝 ルーキーズ

▼

５月２９日（金）、井手小学校の１年生を対象に、さつまい
もの苗植え体験が行われました。

体験は、井手町老人クラブ連絡協議会の事業として、毎
年行われているもので、老人クラブのメンバー１０名と児童
３７名が参加しました。

昨年までは、高月区の畑に苗を植えていましたが、苗が
育っていく過程を観察するため、今年からは同小学校の中
庭に植えられました。
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▼

６月４日（木）、井手小学校４年生の児童たちが、井手浄
水場を見学し、上水道の仕組みなどについて学習しまし
た。

参加した４４名の児童たちは、担当職員から水源地から汲
み上げた水を浄化して各家庭に送る仕組みなどについて説
明を受けたあと、浄水場内の各施設の見学を行いました。

このあと児童たちは「配水池には１日何トンの水が入る
のですか？」「水道水１リットルの値段はいくら？」「１日に
どれくらいの水をきれいにすることができますか？」など
の質問をしていました。

▼

６月７日（日）、山城勤労者福祉会館で、井手町体育協会
（山本一男会長）主催の町民バレーボール大会が開催されま
した。

大会には、男子４チーム、女子８チームが参加。日ごろ
の成果を十分に発揮し、熱戦が繰り広げられました。
大会結果

【男子の部】
優勝 ＩＫＩＫ 準優勝 上井手区
【女子の部】
優勝 南部北部 準優勝 玉水区

▼

６月２２日（月）、町チャリティーゴルフ大会実行委員会
（西島誠大会会長）の方々が、役場を訪れ「社会福祉に役立
てて下さい」と３０万円の寄付金を汐見町長に渡されました。

寄付金は、６月１１日に木津川市の美加ノ原カンツリーク
ラブで開かれた第１３回井手町チャリティーゴルフ大会で寄
せられたもので、町ではこの善意の寄付金を社会福祉基金
に積み立て、今後の住民福祉に役立たせていただくことに
しました。

▼

６月１８日（木）、高月区の畑で井手町老人クラブ連絡協議
会（二木昭男会長）のじゃがいもほりが行われました。

毎年恒例で行われている行事で、収穫したじゃがいもは
いでの里などの町内の福祉施設のほか、京田辺市や城陽市
の特別養護老人ホームに進呈されています。

この日は、ダンボール２４箱分のじゃがいもが収穫されま
した。

二木会長は、「毎年恒例の行事で、各施設にも大変喜んで
いただいております。」と話されていました。



2009-7 広報いで ６

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

後期高齢者医療被保険者証を更新します

平成２１年７月３１日で「後期高齢者医療被保険者証」の有効期限が切れます。平成２１年８月から被保険
者証は「黄色」に変わります。井手町保健医療課から新たな被保険者証を7月中旬頃に送付します。医療
機関等で治療を受けられる方は必ず新しい被保険者証を提示してください。

＊後期高齢者医療制度についての、ご相談・お問い合わせは、
井手町役場 保健医療課（℡82‐6166）まで

｝

保険料額決定通知書について

平成2１年度の保険料について、保険料額決定通知書を被保険者の皆様あてに7月上旬に送付いたします
ので、ご確認ください。
◆保険料算出方法
所得割額＝課税のもととなる所得金額×所得割率（8.29／100） 年間保険料
均等割額＝ 45,110円 [50万円を限度とする]

保険料の軽減措置について

平成21年度においては、従来の保険料軽減措置（均等割の7割、5割又は2割軽減措置）に
加え以下の軽減措置を行います。
① 世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の所得金額の合計額が３３万以
下の方
→本来は均等割りが７割軽減ですが、平成２１年度は8.5割軽減となります。

② ①の方のうち、「後期高齢者医療制度の被保険者全員」が、年金収入80万円以下で他の所得
がない世帯の方
→平成21年度から均等割が9割軽減となります。

③ 後期高齢者医療制度に加入する直前は「会社などの健康保険の被扶養者」であった方
→平成21年度は均等割が９割軽減となります。

④ 年金収入が153万円以上211万円以下の方
→平成20年度と同様に所得割が5割軽減となります。

保険料はどうやって納めるの？

原則として年金から天引きされます。年金から天引きできない方は納付書等で納めます。年金から天引
きになっている方でも、申請することによって口座振替に変更ができます。
※口座振替に変更した場合、その社会保険料控除は、口座振替により支払った方に適用されます。これ
により、世帯全体の所得税や住民税が減額となる場合がありますので、十分ご留意ください。

限度額適用・標準負担額減額認定証について

低所得者（非課税世帯）の方は、入院時に支払う食事代と自己負担限度額が軽減されます。
現在「認定書」をお持ちの方は平成２１年７月３１日で有効期限が切れますが、引き続き低所得者（非課税

世帯）と確認が取れた方には７月中旬に新しい「認定書」を送付します。
なお、現在「認定書」をお持ちでない方で非課税世帯に該当される方は申請が必要ですので、保健医療課
までお越しください。
○申請時に必要なもの・・・後期高齢者医療被保険者証・印鑑
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庁
舎
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置

井
手
町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
井
手
町
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
、
今
年
の
４
月
か

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
役
場
庁
舎
に
太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
役
場
庁
舎
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
約

％
（
約
７
・
３
ト
ン
）
を
削
減
で
き
る
予
定
で
す
。

10低
公
害
車（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）購
入

現
在
、
敬
老
祝
賀
会
等
さ
ま
ざ
ま
な
町
の
イ
ベ
ン
ト

等
で
使
用
し
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
購
入
か
ら
14

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
有
害
物
質
や
窒
素
酸
化
物
の

排
出
を
削
減
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
低
公
害
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
に
買
い
換
え
を
行
い
ま
す
。

理
科
教
育
設
備
整
備
・
電
子
黒
板
整
備

昨
年
３
月
に
改
定
さ
れ
た
小
中
学
校
の
新
学
習
指
導

要
領
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、
小
学
校
の
理
科
教
材

や
電
子
黒
板
な
ど
を
購
入
し
ま
す
。

公
共
施
設
・
学
校
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

平
成

年
（
２
０
１
１
年
）
７
月
に
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
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ビ
放
送
が
終
了
し
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
と
な
る
こ

と
か
ら
、
各
公
共
施
設
・
学
校
に
設
置
し
て
あ
る
テ
レ
ビ

の
買
い
換
え
等
を
行
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
事
業

高
い
目
標
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
学
生
を
支
援
す
る

た
め
、
英
検
・
漢
検
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
よ
り
学

習
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

６月定例町議会で井手町子育て支援医療費の助成に関する条例の一部を改正する
条例制定の件や平成２１年度井手町一般会計補正予算（第１回）などが可決成立し、
子育て医療費助成制度の拡大等が決まりました。
今回の補正予算には、国の地域活性化・経済危機対策臨時交付金を有効活用し、井

手町の実情に応じた各種事業が盛り込まれました。

補
正
予
算
そ
の
他
の
事
業

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

こ
の
制
度
は
、
子
ど
も
が
医
療
機
関
で
受
診
・
入

院
し
た
場
合
の
窓
口
で
の
自
己
負
担
額
の
大
半
を

助
成
し
、
１
ヶ
月
・
１
医
療
機
関
あ
た
り
２
０
０
円

で
受
診
・
入
院
で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
井
手
町
で
は
、
通
院
は
０
歳
か
ら
小

学
校
就
学
前
ま
で
、
入
院
の
場
合
は
小
学
校
卒
業

ま
で
を
助
成
の
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
育

て
世
代
の
生
活
支
援
と
子
育
て
世
帯
の
定
住
化
を

図
る
た
め
、
９
月
診
療
分
か
ら
、
こ
れ
ら
を
一
律

で
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

通
院
・
入
院
と
も
中
学
校
卒
業
ま
で
の
助
成
は

京
都
府
南
部
の
自
治
体
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
補
助

商
工
会
が
今
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
は
、
即
日
完
売
す
る
な
ど
、
大
変

好
評
で
、
購
入
で
き
な
か
っ
た
住
民
か
ら
の
要
望

や
、
地
域
購
買
の
定
着
と
小
売
商
業
者
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
、
商
工
会
か
ら
商
品
券
の
発
行
に
対

し
て
町
に
支
援
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
消
費
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
に
も
、
商
工
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の

％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
と
事
務
費
分
の
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補
助
を
行
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
主
な
事
業

子育て世代に力強い支援！！
医療費助成、通院・入院ともに中学生卒業まで拡大
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認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
の
減
額
制
度
に
つ
い

て
平
成

年
６
月
４
日
か
ら
平
成

２１

年
３
月

日
ま
で
の
間
に
新
築

２２

３１

さ
れ
た
住
宅
の
う
ち
、
一
定
の
基

準
を
満
た
す
認
定
長
期
優
良
住
宅

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
課
税
さ
れ

る
年
度
か
ら
５
年
度
分
（
３
階
建

以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
に
つ
い

て
は
７
年
度
分
）
そ
の
住
宅
に
か

か
る
固
定
資
産
税
額
の
２
分
の
１

が
減
額
さ
れ
ま
す
（
都
市
計
画
税

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

適
用
要
件

次
の
全
て
を
満
た
す
住
宅

（
１
）長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促

進
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
認

定
長
期
優
良
住
宅

（
２
）平
成

年
６
月
４
日
か
ら
平

２１

成

年
３
月

日
ま
で
に
新
築
さ

２２

３１

れ
た
住
宅

（
３
）

㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下

５０

の
住
宅

※
一
戸
建
て
以
外
の
貸
家
住
宅
に

つ
い
て
は

㎡
以
上
２
８
０
㎡

４０

以
下

※
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
居
住
の

用
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
が
家

屋
の
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
で

あ
る
こ
と

申
告
方
法

減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
新
築
し
た
年
の
翌
年
の
１
月

福
祉
医
療
受
給
者
証
等
の
申
請
の
時
期
が
き
ま
し
た

「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」「
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
対
象
者

証
」
の
受
給
者
証
等
の
申
請
時
期
が
き
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
該
当
と
思
わ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
書
等
を
送
付
し
ま
す
。）

(
)

な
お
、
今
回
交
付
す
る
福
祉
医
療
受
給
者
証

老
人
医
療

の
有
効
期

限
は
、
平
成

年
８
月
１
日
か
ら
平
成

年
３
月

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

21

22

３１

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
役
場
保
健
医
療
課
（
℡

‐
６
１
６
６
）

82

ま
で

場所日時地区名

いづみ人権
交流センター

午前9時～午前11時30分
午後1時30分～午後4時

7月24日（金）
南区
北区

井手町役場
西庁舎１階

午前9時～午前11時30分7月27日（月）
玉水区
水無区
高月区

井手町役場
西庁舎１階

午後1時30分～午後4時7月27日（月）
上井手区
田村新田区
石垣区

老人福祉センター
賀 泉 苑

午前9時～午前11時30分

午後1時30分～午後4時
7月28日（火）

東部区
西部区
北部区
南部区

受給者証等の申請受付日程

日
ま
で
に
、
長
期
優
良
住
宅
の

３１普
及
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第

６
条
、
第
９
条
又
は
第

条
に
規

１３

定
す
る
通
知
書
の
写
し
（
様
式
に

つ
い
て
は
京
都
府
建
設
交
通
部
住

宅
課
計
画
担
当

℡
０
７
５
‐
４

１
４
‐
５
３
６
１
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）
を
添
え
て
、
税

務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
税
務

課
（
℡

‐
６
１
６
３
）
ま
で

８２

減額期間家屋の種類

新築後７年度分３階建以上の耐火構造及び準耐火構造の住宅

新築後５年度分一般の住宅（上記以外）

減額期間

減額率床面積

固定資産税額の２分の１１戸あたりの床面積が１２０㎡以下のもの

１２０㎡分の固定資産税額の２分の１１戸あたりの床面積が１２０㎡を超えるもの

適用範囲

７
月

日
～
８
月

日

２１

２０

は
、夏
の
交
通
事
故
防
止

府
民
運
動

「
ゆ
ず
り
会
う

笑
顔
さ
わ
や

か

京
の
夏
」

（
運
動
の
重
点
）

煙
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

煙
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

煙
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
使
用
の
徹
底

煙
二
輪
車
事
故
防
止
と
暴
走
行

為
等
危
険
運
転
の
追
放

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
で

楽
し
い
夏
を
お
過
ご
し
下
さ

い
！

田
辺
警
察
署
（
℡

‐
０
１
１

６３

０
）
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国
民
健
康
保
険
は
、
み
な
さ

ま
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、

そ
の
経
済
的
負
担
を
少
な
く
す

る
た
め
に
保
険
税
な
ど
か
ら
医

療
費
の
一
部
を
支
払
う
助
け
合

い
の
制
度
で
、
み
な
さ
ま
の
健

康
と
生
活
を
守
る
大
切
な
も
の

で
す
。

国
民
健
康
保
険
等
の
医
療
保

険
は
、
も
し
も
の
時
の
た
め
の

も
の
で
す
か
ら
、
誰
も
が
何
ら

か
の
医
療
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
中
に
は
健
康
保
険

に
未
加
入
で
あ
っ
た
り
、
会
社

を
退
職
後
、
社
会
保
険
な
ど
か

ら
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
手

続
き
を
忘
れ
て
い
た
り
し
て
、

「
無
保
険
」
に
な
っ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
。

長
い
間
手
続
き
を
忘
れ
、
病

気
に
か
か
っ
て
あ
わ
て
て
加
入

さ
れ
て
も
、
以
前
の
保
険
が
切

れ
た
原
因
日
（
３
年
間
）
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
就
職
し
て
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
の

に
国
保
喪
失
の
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
保
険
税
が

課
税
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す

の
で
、
早
急
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
け
出
が
必
要
な
場

合
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
保
健

医
療
課
（
℡

‐
６
１
６
６
）

82

国
民
健
康
保
険
担
当
ま
で

平
成

年
度
か
ら
国
民
健
康

２１

保
険
税
（
介
護
分
）
の
課
税

限
度
額
が
変
わ
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
さ
れ
て
い
る

歳
以

40

上

歳
未
満
の
被
保
険
者
の

65
方
の
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
と
合
わ
せ
て
介
護
分
を

賦
課
徴
収
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
ま
で
は
、
介

20

護
分
の
課
税
限
度
額
は
９
万

円
で
し
た
が
、
地
方
税
法
の

改
正
に
伴
い
、
平
成

年
度

21

よ
り

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

10
な
お
、
医
療
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
保
健

医
療
課
（
℡

‐
６
１
６
６
）

82

国
民
健
康
保
険
担
当
ま
で

こ
ん
な
と
き
は
届
出
を
！

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

こんなときは１４日以内に国民健康保険担当まで届けてください

持参するものこんなとき

印かん・国民健康保険証井手町以外の市町村に転出するとき

印かん・職場の健康保険証と国民健康保険証就職して職場の健康保険に入ったとき、被扶養者となっ
たとき

印かん・国民健康保険証国民健康保険に入っている人が死亡したとき

印かん・国民健康保険証・保護開始決定通知書国民健康保険に入っている人が生活保護を受けるように
なったとき

◎国民健康保険をやめるとき

持参するものこんなとき

印かん・国民健康保険証井手町内で住所が変わったとき

印かん・国民健康保険証世帯主や氏名がかわったとき

印かん・本人であることを証明するもの（使えなくなった
国民健康保険証）

国民健康保険証をなくしたとき（汚れて使えなくなった
とき）

＜国保加入時と同時に該当したとき＞

印かん・職場の保険証・年金証書

＜すでに国保の方で退職者医療制度に該当したとき＞

印かん・国民健康保険証・年金証書

退職者医療制度に該当したとき
（年金制度への加入期間が２０年以上、または４０歳以降の
加入期間が１０年以上で年金を受給されている方）

◎そのほかの場合

持参するものこんなとき

印かん・他の市町村の転出証明書他の市町村から井手町に転入してきたとき

印かん・職場の健康保険証からはずれた証明書
退職して職場の健康保険がなくなったとき、被扶養者か
らはずれたとき

印かん・国民健康保険証国民健康保険に入っている人に子どもが生まれたとき

印かん・保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

◎国民健康保険に入るとき

※既に、同一世帯で国民健康保険証をお持ちの場合は国民健康保険証を持参して下さい。
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子育て支援センターからのお知らせ

親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援センター｣を開設して

います。子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日（午前９時半～午後４時）にご利用でき

ますので、いつでも気軽にあそびにきてください。 お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐

2232）まで

7・8月の事業 時間：午前10時～正午

土金木水火月日
18171615141312

2周年のお祝い
支援センターのハッ
ピーバースデイを開催

さんさん会
（支援センター）

多賀保育園
園庭開放日中止
たけのこ広場
（多賀保育園）

おでかけ広場
（人権交流センター）

井手地区

25242322212019
さんさん会（OP）
リトミック

（支援センター）

さんさん会
（玉泉苑）

とことこ広場
ざりがに釣りをするよ
（支援センター）

たけのこ広場
（支援センター）

8／1313029282726
玉川保育園
園庭開放日

よちよち広場
ぴよぴよ広場

ベビーマッサージ
（支援センター）

たけのこ広場
（支援センター）

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

8765432
おでかけ広場

（人権交流センター）
井手地区

（お休みです）
※ベビーマッサージは事前の予約が必要で

す。支援センターへ申し込んでください。

第２回 子育て支援センターのハッピーバー
スデイのイベントに参加しよう！

日 時 平成２１年7月17日（金）午前10時～
場 所 玉川保育園2階遊戯室
内 容 （1部）「親子わくわくコンサート」

～フルートとピアノの協演andかみしばい～
(2部)「親子で楽しむ わらべうた」

※予約はいりません。多くの方の参加をお待ちして
います。

子育てサークルの紹介活動

さんさん会：午前10時～12時（妊婦～3歳位の子どもとその保護者）
代表：乾（090‐3866‐2585）

たけのこ広場：午前10時30分～12時（未就園児の子どもとその保護者）
代表：巽（82‐2436）

ベジッ子クラブ：午前9時３０分～12時（食育に興味のある方）
代表：平間（090‐5367‐0397）

わらびー（わらべうたサークル）：妊婦さんから上限なし
代表：桔梗（080‐3113‐8637）

＊初めての方は、代表まで連絡をしてください。

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク
受

診
者
の
募
集
に
つ
い
て

母
子
家
庭
の
母
親
及
び
寡
婦
の

健
康
管
理
の
一
助
と
し
て
、
無
料

に
よ
り
半
日
の
人
間
ド
ッ
ク
（
検

診
）
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
／
平
成

年

月
～
平

２１

１１

成

年
３
月

２２
実
施
場
所
／
京
都
第
一
赤
十
字
病

院
健
診
セ
ン
タ
ー

対
象
者
／
井
手
町
内
に
居
住
す
る

母
子
家
庭
の
母
親
及
び
寡
婦
で
あ

っ
て
、
平
成

年
４
月
１
日
現
在

２１

で

歳
未
満
の
者

６５
・
寡
婦
に
あ
っ
て
は
、
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

申
込
方
法
／
役
場
及
び
保
健
所
に

あ
る
所
定
の
受
診
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、

円
切
手
を
貼
っ
た
返

８０

信
用
封
筒
（
宛
名
明
記
）
を
添
え

て
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
ま
た
は
住
民
福
祉
課
へ
提
出

募
集
定
員
／
京
都
府
山
城
北
保
健

所
綴
喜
分
室
管
内
で

名
（
定
員

２３

以
上
の
場
合
は
、
受
信
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
締
切
／
９
月
４
日
（
金
）

検
査
項
目
／
尿
検
査
、
便
検
査
、

血
液
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

胃
腸
透
視
、
心
電
図
検
査
、
内
科
、

子
宮
が
ん
検
診

費
用
／
検
査
に
要
す
る
経
費
は
無

料
で
す
が
、
精
密
検
査
（
再
検
査
）

及
び
交
通
費
は
本
人
負
担
と
な
り

ま
す
。
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禍

花

稼

苛
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

井
手
ね
っ
と
！
で
は
、
新
規
参
加

者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
井
手
町

在
住
・
出
身
の
方
、
ま
た
、
町
外
で

も
井
手
町
に
興
味
が
あ
る
方
は
大
歓

迎
で
す
。

井
手
ね
っ
と
！
（http://idenet.jp

）

で
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ブ
ロ
グ
）

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ブ
ロ
グ
開
設
の
お
申
込
は
左
記
の

電
話
番
号
ま
で
。

※
ブ
ロ
グ
と
は
、
簡
単
な
方
法
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
が
で
き
る

「
日
記
」
風
の
サ
イ
ト
で
す
。
投
稿
し

た
記
事
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
書
き

込
め
る
の
で
、
参
加
者
同
士
で
交
流

も
で
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

で
き
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
ね
っ

と
！
運
営
委
員
会
事
務
局
（
井
手
町

企
画
財
政
課
内

℡

‐
５
２
１
２
）

８２

ま
で

「
井
手
ね
っ
と
！
ブ
ロ
グ
」

参
加
者
募
集
中

いづみ人権交流センターでは、差別のない明るい社会をめざし、人権意識の高揚を図ること
を目的に人権問題啓発事業「人権学習会」を開催します。今回は、“自分も相手も大切にする心”
を育てる子育てなどについて学習します。
参加を広く呼びかけていますので、ぜひこの機会にお申込みください。

蒲日 時 8月26日（水）10時00分～11時30分

蒲場 所 いづみ人権交流センター研修棟

蒲内 容 [テーマ]「子どもの人権を考える」
～今からでもできる心豊かな子育て～

[講 師 ] 女性ライフサイクル研究所 津村薫さん

蒲対 象 １６歳以上の町内在住または在勤者

蒲持ち物 筆記用具

蒲申込み ８月２１日（金）までにいづみ人権交流センターへ受講申込書を持参または、電話

かファックスでお申込みください。その際、名前･住所･地区名･電話番号をお知

らせください。

※保育ルームを利用される場合は、８月１８日（火）までにお申込み

ください。その際、保育ルームを利用される子どもの名前･年齢･性

別もお知らせください。

蒲その他 ･本事業では、乳幼児を抱える皆様に安心してご参加いただけるよう、保育ルーム

を設置しますので（対象は生後６ヶ月以上で就学前の子ども）、お気軽にご利用く

ださい。

・詳しくは、いづみ人権交流センターまでお問いあわせください。

（TEL：82-3380 FAX：82-4112）

人権学習会のお知らせ
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を
紛
失
し
た
僑
な
ど
の
ご
相
談
が
あ
れ
ば

役
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
２
月
１
日
以
降
に
井
手
町
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
前
の
市
町
村
か
ら
給
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
（
℡

‐
８２

６
１
６
１
）
ま
で

定
額
給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
！
！

役
場
か
ら
、
給
付
の
た
め
の
手
数
料
を

求
め
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）

の
操
作
を
お
願
い
し
た
り
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
、
郵
便
、
訪
問
が
あ
っ
た

ら
役
場
又
は
警
察
署
へ
。

自
衛
官
等
募
集
案
内

募
集
種
目
／
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
学
生
、
２

等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
・
女
子
）

受
付
期
間
／
８
月
１
日
（
土
）
～
９
月

日
（
金
）

１１

た
だ
し
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
は
、
年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本

部
（
℡
０
７
５
‐
２
１
１
‐
３
４
７
１
）
ま
た
は
、

宇
治
地
域
事
務
所
（
℡

‐
７
１
３
９
）

４４

京
都
府
か
ら
の
お
知
ら
せ

現
在
、
京
都
府
で
は
、
平
成

年
に
計
画
満
了

２２

と
な
る
「
新
京
都
府
総
合
計
画
」
に
続
く
あ
ら
た

な
計
画
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

検
討
に
当
た
り
ま
し
て
、
府
民
の
皆
さ
ま
か

ら
、
広
く
ア
イ
デ
ア
、
提
案
、
意
見
を
伺
う
「
府

民
交
流
会
イ
ン
山
城
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多

数
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

り
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
消
防
署
や
消
防
団
そ

し
て
警
察
ま
で
も
出
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に

は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
が
終
わ
っ
た
後
に
、
花
火
を
す

る
悪
質
な
者
ま
で
い
る
始
末
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
同
展
望
台
を
適
切

に
管
理
す
る
こ
と
は
限
度
が
あ
る
た
め
、
次
の
と

お
り
夜
間
を
閉
門
し
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

煙
夜
間
の
閉
門
期
間

７
月

日
（
月
）
～
８
月

日
（
月
）

２０

３１

煙
閉
門
時
間

午
後
５
時
～
午
前
９
時

煙
但
し
８
月

日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
に
つ
い
て

３１

は
午
後

時
～
午
前
９
時

１０

な
お
、
気
象
状
況
に
よ
り
、
早
く
閉
門
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
万
灯
呂
山
展
望
台
に
限
ら
ず
、
谷
川
ホ
タ
ル
公

園
な
ど
の
公
園
も
『
火
気
厳
禁
』
で
す
。

井
手
町
商
工
会
よ
り
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
販
売
の
お
知
ら
せ

井
手
町
商
工
会
は
、
消
費
者
の
地
域
購
買
の
定

着
と
地
域
商
工
業
者
の
活
性
化
を
目
的
に
、
井
手

町
よ
り
「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
」
の
助
成
金
を
受
け
て
、
井
手
町
商
工
会
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
７
月
下
旬
に
販
売
い
た
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
新
聞
折
込

に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
新
規
取
扱
店
も
募
集
い

た
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
井
手
町
商
工
会

（
℡

‐
４
０
７
３
）
ま
で

８２住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ

ま
し
た
か

新
築
住
宅
は
、
平
成

年
６
月
か
ら
住
宅
用
火

１８

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
お
住
ま
い
の
住
宅
（
戸
建
て
住
宅
・

７
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
２
期
納
期
限
で
す

店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
）
は
、
平
成

年
５

２３

月

日
ま
で
設
置
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

３１
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
一
日
も
早
く
設

置
を
お
勧
め
し
ま
す
。
取
り
付
け
る
箇
所
は
、
寝

室
・
階
段
・
台
所
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
員
・
消
防
団
員
が
訪
問
し
販
売
を
し
た
り
、

特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
業
者
の
服
装
や
急
が
せ
る
話
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
市
消
防
本
部

予
防
課
（
℡

‐
７
８
２
６
）

６３京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡

‐
３
０
０
０
）

８２

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

日
時
／
８
月
２
日
（
日
）
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

会
議
室

定
員
／

名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
８
月
１
日
（
土
）
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡

‐
３
０
０
０
）

８２
新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

煙
井
手
町
農
業
委
員
会

（
順
不
同
・
敬
称
略
・
各
種
推
薦
等
含
む
）

任
期
：
平
成

年
６
月

日
～
平
成

年
６
月

日

２１

３０

２４

２９

▽
木
田
保
弘
・
寺
島
正
昭
・
吉
川
由
春
・
菱
本
嘉
政
・

西
島
登
・
福
島
正
文
・
中
坊
陽
・
辻
井
一
彦
・
大

西
猛
・
飯
田
龍
夫

定
額
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で

す
か

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は
、
平
成
２１

年
９
月

日
で
す
。

１６

供
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
僑供
申
請
書

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

〈
発
売
期
間
〉
７
月

日
（
月
）
～
７
月

日
（
金
）

１３

３１

〈
発
売
場
所
〉
全
国
の
宝
く
じ
売
場

＊
通
信
販
売
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

〈
当
選
金
〉
１
等
２
億
円
（
１
等
前
後
賞
合
わ
せ
て

３
億
円
）

〈
抽
選
日
〉
８
月

日
（
火
）

１１

＊
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す

万
灯
呂
山
展
望
台
の
夜
間
閉
鎖
に

つ
い
て

万
灯
呂
山
展
望
台
は
、
山
城
地
域
一
帯
が
見
渡

せ
る
観
光
名
所
と
し
て
人
気
が
あ
り
、
京
都
府
景

観
資
産
に
登
録
さ
れ
見
学
に
訪
れ
る
人
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

同
展
望
台
は
、
高
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
水
利
も

な
く
、
一
度
火
災
に
な
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
に
な
る
た
め
、
展
望
台
に
は
『
火
気
厳
禁
』

の
看
板
を
設
置
し
、
夏
休
み
期
間
中
は
、
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
を
消
防
団
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
た
ち

に
よ
る
花
火
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
行
為
に
よ
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日
時
／
７
月

日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２１

《
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
》

日
時
／
７
月

日
（
月
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２７

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
７
月

日
（
金
）・
８
月
３
日
（
月
）

２４

午
後
８
時
～
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
お
で
か
け
バ
イ
キ
ン
グ
）】

日
時
／
７
月

日
（
水
）
午
前

時
半
～

１５

１１

場
所
／
ウ
エ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都

対
象
／

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

定
員
／

名
４５

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
８
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／

歳
以
上

６５

日
時
／
７
月

日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時

２６

場
所
／
パ
ル
テ
ィ
ー
ル
京
都
（
宇
治
市
宇
治
樋
ノ
尻
）
８８

参
加
申
込
／
左
記
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。（
先
着
２

０
０
名
）

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
企
画
総
務
部
企
画
振
興

室

℡

‐
２
０
４
９

Ｆ
Ａ
Ｘ

‐
８
８
６
５

２１

２２

又
は
京
都
府
庁
府
民
総
合
案
内
・
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
５
‐
４
１
１
‐
５
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
‐
４
１
１
‐
５
０
０
１

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
７
月

日
・

日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

２２

２９

／
８
月
５
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
い
ず
れ
も
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
７
月

日
・
８
月
１
日
（
土
）

１８

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
７
月

日
・
８
月
８
日
（
土
）

２５

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
７
月

日
・

日
（
金
）

１７

２４

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
７
月

日
（
金
）
午
前

時
～

時
半

２４

１０

１１

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

７
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

日
時
／
７
月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）

に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ

た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
７
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

３０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
７
月

日
・
８
月
５
日
（
水
）

１５

受
付
／
い
ず
れ
も
、
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

《
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
》

日
時
／
８
月
７
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

持
ち
物
／
母
子
手
帳
・
筆
記
用
具

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
７
月

日
・

日
・
８
月
４
日
（
火
）

１４

２８

午
前

時
～
午
後
１
時

分

１０

５０

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
７
月

日
・

日
（
火
）
午
後
１
時
半
～

１４

２８

４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
５
）
ま
で

【
楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
】

日
時
／
７
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２３

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
７
月

日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２３

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
乳
児
健
診
》

日
時
／
８
月
３
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ

・
３
・
５
か
ら
Ｈ

・
５
・
６
生
ま
れ

２１

２１

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
７
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１３

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
７
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
８
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

７
月

煙
一
般
書

「
櫻
川
イ
ワ
ン
の
恋
」

三
田
完

「
死
ぬ
と
い
う
大
仕
事
」

上
坂
冬
子

「
み
ち
の
く
忠
臣
蔵
」

梶
よ
う
子

「
骸
骨
ビ
ル
の
庭
」
上
・
下

宮
本
輝

「
ギ
ャ
ン
グ
ス
タ
ー
」

新
堂
冬
樹

「
自
殺
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」

山
田
悠
介

「
贖
罪
」

湊
か
な
え

煙
児
童
書

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】
４
月
～
９
月

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

☆
７
月
・
８
月
の
休
館
日

７
月

・

・

・

１３

２１

２７

３０

８
月
３
・

・

・

・

・

１０

１７

２４

２７

３１

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

「
ひ
ろ
と
チ
ロ
の
な
つ
や
す
み
」

成
田
雅
子

「
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
の
い
た
だ

き
ま
す
」

真
珠
ま
り
こ

「
ピ
ア
ノ
は
夢
を
み
る
」

工
藤
直
子

「
ほ
ん
ち
ゃ
ん
」

ス
ギ
ヤ
マ
カ
ナ
ヨ

「
ぶ
ん
ぶ
ん
む
し
と
ぞ
う
」

ク
レ
メ
ン
ト
・
ハ
ー
ド

☆
７
月
・
８
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

７
月

日
・
８
月
８
日
（
土
）

１１

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

７
月

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

１８

※
８
月
は
あ
り
ま
せ
ん

《
工
作
教
室
》

８
月

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

２２

《
夏
の
お
は
な
し
会
》

８
月

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

２３

夜来香海峡
船戸与一
日本の暴力団から中国の黒
社会への資金を持って遁走し
た女とそれを追う男。東北か
ら、北海道へ…。中国から花
嫁として「輸入」された女の、
最後の行き先はどこか？夢を
追う花嫁と蒼然と死にゆく男
たちの哀愁のバイオレンス。

旅するノラ猫
嵐山光三郎
ノラ猫ノラの年齢は推定１５歳
である。１２歳という説もある
が、さだかではない。メス猫
である－。ほんわか摩訶不思
議な猫の世界を描く。『遊歩
人』連載を書籍化。

きつねのフォスとうさぎの
ハース
シルヴィア・ヴァンデン・ヘーデ
森の冬がいやだというハース
のために、フォスが思いつい
た南への旅。やっとたどり着
いた南の島は、不思議なこと、
素敵なものがいっぱい！とこ
ろがハースは…。ベルギー生
まれのゆかいな絵物語。

やいた やいた
みやにしたつや
ステーキ、おもち、クリー
ムパン、さんま、はまぐり…。
子どもたちの大好きな食べ物
をそれぞれ焼いて、色や形、
焼ける音を楽しもう。最後に
ひりひり焼けたのは？

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ

国
民
年
金
に
は
障
害
へ
の
保
障

が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
。

Ａ

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に

加
入
中
に
初
診
日
の
あ
る
病
気
や
け

が
で
一
級
ま
た
は
二
級
の
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、

歳
以
上

歳
未
満
で
国
内

６０

６５

に
住
ん
で
い
る
間
に
初
診
日
が
あ
れ

ば
、
加
入
を
や
め
た
後
の
病
気
・
け
が

に
よ
る
も
の
で
も
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
額
は
一
級
が
９

９
０
，
１
０
０
円
、
二
級
が
７
９
２
，

１
０
０
円
で
す
。

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
期
間
」
の
う
ち
、
三
分
の
二
以

上
の
期
間
が
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

ま
た
は
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

障
害
基
礎
年
金
の
裁
定
請
求
に
は
、

請
求
書
や
診
断
書
等
が
必
要
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
住
民
福
祉
課
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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ごみ収集日程表（7月11日～8月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

その他
発 泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
区 分

地 区

水曜日
７月２１日

８月４日
７月２３日７月１６日７月３０日８月６日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
７月１４日
７月２８日

７月２４日７月１６日７月３１日８月７日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
７月１５日
７月２９日

７月２３日８月６日７月３０日７月１７日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
７月２２日
８月５日

７月２３日８月６日７月３０日７月１６日火・金曜日多 賀 全 区

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（液晶・プラズマ式テレビ・

冷蔵庫・冷凍庫・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷⑨７月２７日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩７月２８日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜⑪７月２９日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫７月３０日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田⑬７月３１日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本⑭８月３日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田⑮７月１３日

８月４日

出せる物・出し方
煙台所の生ゴミ 必ず水切りをする（大切です） 煙紙おむつ 汚物を取り除いてから出す
煙食用油 少量ずつ紙か布にしみ込ませるか凝固剤で固まらせて出す
煙剪定枝 少量の木切れ、刈り込みなどはひもでくくる（一度に出すのは２～３束まで）
煙たばこの吸い殻、掃除機のごみ、紙くずなど

煙古着、古布などは極力リサイクルショップや集団回収などで出してください
※家庭生ごみ自家処理容器等購入費補助制度があります

（燃やすごみ）



住 民 カ レ ン ダ ー

行 事曜月日
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～、いづみ人権交流センター）

土7/11

日12
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）
手芸教室【トールペイント】（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）月13
こころの相談室（午前１０時～午後１時５０分、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター）
歴史ロマン講座【第２回】（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

火14

育児相談（受付：午前９時半～１０時半、保健センター）
陶芸教室（午前９時半～１１時、いづみ人権交流センター）
あそびの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
生き生きふれあいサロン【おでかけバイキング（食事）】（午前１１時半～、
ウエルサンピア京都）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水15

手芸教室【ビーズ】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木16
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金17
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～、いづみ人権交流センター）

土18

日19
月20

ペン習字（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター）

火21

パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水22
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
楽笑健康づくり教室（午後１時半～３時、保健センター）
手芸教室【ビーズ】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
歴史ロマン講座【第３回】（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

木23

大正琴（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流センター）
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
手芸教室【トールペイント】（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金24

和太鼓教室（午後１時半～、いづみ人権交流センター）土25
日26

行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
いづみふれあい学級（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）

月27

こころの相談室（午前１０時～午後１時５０分、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター）

火28

献血（午前１０時～１１時半、午後１時～３時、保健センター）
パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水29

総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）木30
金31

無火災デー防火パレード
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土8/1

日2
乳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

月3

こころの相談室（午前１０時～午後１時５０分、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後６時半～９時、
いづみ人権交流センター）

火4

あそびの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
育児相談（受付：午前９時半～１０時半、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水5

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木6
マタニティ・スクール①（午後１時半～３時半、保健センター）金7
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土8

日9
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月10

まちのカレンダまちのカレンダーー
（7月11日～8月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

（5月２０日から6月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

妻夫住所

谷 田 奈 苗西 島 豊 広井手

浅 沼 美 枝河本潤一郎井手

出 原 佳 美中 坊 哲 也井手

〈
婚
姻
〉

届出人赤ちゃん住所

明 郷禄 郎
ろく ろう

村 田多賀

晋 平龍 斗隈 本井手

潤結 子
ゆう こ

上 西井手

美 早華 音
か のん

森 島井手

亮 太み な小 川井手

〈
出
産
〉

（5月２０日から6月１９日までの届出分・敬称略）
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